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市内のアポ電情報も素早くお知らせ
特殊詐欺被害防止対策の決定版
警視庁防犯アプリ　Digi Police（デジポリス）　小平警察署 Android ios

FC東京のあゆみ

FC東京クラブ設立２５周年
これからも、ホームタウン小平と共に
小平市をホームタウンの１つとして活動するFC東京は、令和５年１０月１日にクラ
ブ設立２５周年を迎えました。
平成３１年（２０１９年）３月２０日には、「小平市と東京フットボールクラブ株式会社
との包括連携に関する協定」を締結し、地域振興やスポーツ振興のため、さまざま
な連携を行っています。
問合せ　文化スポーツ課☎０４２（３４６）９６１２

令和４年１０月２日に、市制施行６０周年を記
念して、小平のまちを歩きながらごみ拾いを
しました。

東京ドロンパをメインキャラクターとしたデ
ザインマンホール蓋５種類を、市内８か所に
設置しています。設置場所など、詳しくは小平
市ホームページ（ID７８７４１）をご覧ください。

年に１回、「小平の日」として小平市民の方
を試合観戦に招待しています。また、スタジ
アム敷地内の青赤パークでは、市の特設ブー
スを出展します。
詳しくは、市報こだいらや小平市ホームペー
ジなどでお知らせします。

市制施行６０周年を記念した、原動機付自
転車のご当地ナンバープレートを交付して
います。
交付についてなど、詳しくは小平市ホーム
ページ（ID１０４２９８）をご覧ください。

FC東京設立２０周年を記念し、平成３１年にク
ラウドファンディングにより制作されまし
た。ぶるべーと東京ドロンパがコラボレーシ
ョンしたモニュメントが小平駅南口ロータリ
ーに設置されています。

FC東京と小平市が連携して実施した事業のうち、主なものをご紹介します。

FC東京のコーチによる、小学生を対象にし
たサッカークリニックやシニア向けの体操教
室を行っています。

小平市のシンボルキャラ
クター・ぶるべー

FC東京のチームマスコ
ット・東京ドロンパ

青赤クリーンウォーク ご当地ナンバープレートデザインマンホール

サッカークリニック
体操教室

東京ドロンパ・
ぶるべーモニュメント

FC東京　小平の日

１９９９年 Jリーグへ加入
２０００年 「東京」を名に持つクラブとして初のJ１進出
２００１年 新本拠地である東京スタジアム（現在は味の素スタジアム）が完成・使用開始
２００２年 練習場をFC東京深川グランドからFC東京小平グランドへ移転
２００４年 Jリーグ加盟後ナビスコカップで初優勝
２００９年 ナビスコカップで優勝
　 チームマスコット東京ドロンパが登場
２０１１年 天皇杯で優勝
２０１９年 クラブ設立２０周年を迎える
　 東京ドロンパ・ぶるべーモニュメントを設置
　 「小平市と東京フットボールクラブ株式会社との包括連携に関する協定」を締結
２０２０年 YBCルヴァンカップで３度目のJリーグカップ優勝
２０２３年 クラブ設立２５周年を迎える

ナビスコカップで優勝（２００４年）

味の素スタジアム

YBCルヴァンカップで優勝（２０２０年）

FC東京小平グランド

FC東京と小平市の連携

小平市出身の２人に
お話を伺いました
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FC東京のこれまでのあゆみと未来、そして小
平市との関わりについて、小平市出身の土肥幹
太選手と、小平市出身で小平市観光まちづくり
大使の吉本一謙スカウトにお話を伺いました。

Q２５周年を迎えるにあたってのお気持ちを教えてください
土肥・２５年はJリーグの中でも結構長く、吉本さんや先輩方が築いてきた
道なので、これから自分もそういう道をつくっていけたらなと思います。
吉本・土肥選手のお父さんとか本当にレジェンドクラスの選手たちが築い
てきたFC東京の基礎となるものを、僕らが紡いでいかなきゃいけないな
と思っています。僕は選手を引退したので、スタッフとしてクラブを支え
ていきたいです。これからは土肥選手がしっかり活躍してクラブを背負っ
ていってくれると思うので、楽しみですね。

Q小平市での思い出は何ですか
土肥・よく地域センターで遊んだりしていました。市民まつりのよさこい
などの催しも記憶に残っています。サッカーでの思い出は、小平第二小学
校のO.P.J.FCに所属し、自分の代で２０数年ぶりに都大会に出場したこと
です。
吉本・よく地域センター、学校の校庭、市役所の横の広場などで小学校の
放課後などに遊んでいました。また、学園坂のサンバや陸上自衛隊小平駐
屯地のお祭りも思い出に残っていますね。

Q市民の方にメッセージをお願いします
土肥・チームが成り立っているのは応援してくれる方のおかげだと思って
いるので、いつも感謝しています。これからも引き続き応援お願いします。
吉本・小平グランドがあるので、ぜひお越しいただきたいです。コロナ禍
も終息しつつある中で、これから、もっと選手との触れ合いが出来る部分
も増えてくると思うので、ぜひ足を運んでほしいと思います。また、チー
ムが目標としているクラブのビジョンの「東京が熱狂」を、小平市から実
現させられるように頑張っていきたいと思っていますので、ぜひ応援よろ
しくお願いします。

FC東京や小平市に対する思い
土肥選手と吉本スカウトの 小平グランドで見学中の小平グランドで見学中の

FC東京のサポーターに聴きましたFC東京のサポーターに聴きました
FC東京の魅力FC東京の魅力
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小平市が与えてくれたものに恩返ししたい気持ち
生まれも育ちも小平市であり、小平市観光まちづくり大使も務める吉本さ
ん。吉本さんの小平市への愛の源を尋ねると、「なんで好きかっていわれ
ると、好きだからっていうことしかないですね」と困ったように笑顔で答
えてくれました。
「僕はFC東京や小平市に育てていただいたので、自然と好きになったっ
ていう感覚ですね。恩返ししたいというか、それと同じような感じで好き
というのが一番近いです」と小平市への思いを語りました。

昭和６３年（１９８８年）生まれ、小平市出身。
FC東京でも活躍した元プロサッカー選手
で、現在はFC東京のフットボールディビジ
ョン強化セクションに所属し、選手のスカウ
トや育成に関わる。小平市観光まちづくり大
使も務める。
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サッカーを始めたきっかけは父の言葉
元日本代表で、FC東京のゴールキーパーだった土肥洋一さんを父にもつ
土肥選手。父に幼稚園の年中ごろに「サッカーやってみないか」と声を掛
けられたのがきっかけでサッカーを始めました。
「プロを目指し始めたのは小学生になってから。父からやった方が良い事な
ど、アドバイスを受けながら練習していました」と土肥選手は語ります。
目標の選手には、同じくFC東京に所属し、キャプテンを務める森重真人
選手の名前を挙げます。

平成１６年（２００４年）生まれ、小平市出身。
FC東京の下部組織を経て、令和４年からFC
東京に所属する。対人の強さと正確な長短の
パス技術を持つ守備的なポジションを複数こ
なせるユーティリティプレイヤー。背番号
３２。

いい選手が多いのがFC東京の
魅力です。小平グランドで間近
に選手たちを見ることができて
嬉しかったです。

FC東京の魅力は、地元だから応援
したくなるところです。
公開練習があるときにはよく小平グ
ランドに来ます。また、東京ドロン
パも好きで、グッズを持って味の素
スタジアムにも応援に行きます。
来年に向けて頑張ってほしいです。

FC東京の魅力は、地元なの
で、身近に感じるところで
す。学校に訪問するなど、地
域に貢献もしているので自然
に応援したくなります。
ぜひ優勝を目指して頑張って
ほしいです。

FC東京小平グランドは、FC東京に所属する選手の練習場として、
平成１４年（２００２年）にFC東京深川グランドから移転しました。
小平グランドでは、FC東京の選手たちの練習を見学できます。練
習見学日程など、詳しくはFC東京のホームページをご覧ください。

FC東京小平グランド
大沼町３-14-１（小平駅北口徒歩約20分）
※駐車場はありません。
H検索　FC東京
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みんなで
選手を応援しよう

FC東京小平グランドで見学しよう
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